
福間太郎
　新規採用職
員。市役所の
仕事を勉強中

津屋崎花子
　市財政課職
員。予算の編
成などを担当

※公共下水道事業会計の額は収益的支出と資本的支出の合計額です

市債
11億6,270万円（5.4％）

216億5,080万円

80億6,465万2千円

9億8,134万6千円

47億6,891万5千円

466万円

138億1,957万3千円

30億9,576万8千円

30億9,576万8千円

385億6,614万1千円

3.4%

2.0%

9.2%

2.8%

△21.6%

2.7%

△6.9%

△6.9%

2.2%

会計名 平成２9年度 増減率

一 般 会 計

合　　計

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

住宅新築資金等貸付事業

小 計

公共下水道事業

小 計

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

歳入
216億
5,080万円

自主
財源
39.5％

依存
財源
60.5％

自主財源その他
繰越金 2億円（0.9％）
使用料・手数料 3億3,935万円（1.6%）
分担金・負担金 3億1,737万円（1.5%）

依存財源その他
地方譲与税 1億9,000万円（0.9%）
地方特例交付金 7,100万円（0.3%）
自動車取得税交付金 4,800万円（0.2%）
利子割交付金 800万円（0.0%）
ゴルフ場利用税交付金 260万円（0.0%）
配当割交付金 3,000万円（0.1%）
交通安全対策特別交付金 1,240万円（0.1%）
株式等譲渡所得割交付金 3,200万円（0.1%）
地方消費税交付金
9億円（4.2％）
県支出金
16億632万円（7.4％）

国庫支出金
39億9,293万円（18.5％）

地方交付税
50億4,400万円（23.3％）

繰入金
14億7,553万円
（6.8％）

寄附金 5,010万円（0.2%）
財産収入 3,865万円（0.2%）
諸収入 1億3,923万円（0.6%）

歳出
（目的別）
216億
5,080万円

民生費
93億8,556万円
（43.4％）

教育費
26億6,301万円（12.3％）

公債費
21億4,357万円（9.9％）

衛生費
21億3,226万円
（9.8％）

土木費
19億5,971万円
（9.1％）

総務費
19億4,983万円
（9.0％）

消防費
6億7,337万円（3.1％）

農林水産業費
3億173万円（1.4％）

商工観光費
1億9,860万円（0.9％）

その他
議会費 2億512万円（0.9%）
労働費 0万円（0.0%）
災害復旧費 413万円（0.0%）
予備費 3,391万円（0.2%）

その他
維持補修費 1億5,367万円（0.7%）
積立金 7,967万円（0.4%）
投資及び出資金 1億5,555万円（0.7%）
貸付金 3,546万円（0.2%）
予備費 3,391万円（0.1%）

歳出
（性質別）
216億
5,080万円

扶助費
59億7,981万円
（27.6％）

人件費
27億6,788万円
（12.8％）

公債費
21億4,357万円（9.9％）

普通建設事業費
21億7,227万円（10.0％）

災害復旧事業費
413万円（0.0％）

補助費等
28億5,549万円
（13.2％）

物件費
30億4,956万円
（14.1％）

繰出金
22億1,983万円
（10.3％）

持
続
的
発
展
が

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

　
平
成
２９
年
度
の
６
月
補
正
予
算
が
、
市
議
会
で
６

月
28
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
当
初
予

算
編
成
時
期
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
骨
格

予
算
と
し
て
当
初
予
算
を
編
成
し
、
６
月
補
正
予
算

で
肉
付
け
を
行
う
こ
と
で
、
実
質
の
平
成
２９
年
度
予

算
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
市
財
政
課
職
員
の
花

子
さ
ん
と
新
規
採
用
職
員
の
太
郎
さ
ん
に
、
今
年
度

の
予
算
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

市
財
政
課
☎
４
３
・
８
１
１
４

〜
平
成
29
年
度
の
予
算
〜

あ
れ
？
今
年
は
予
算
の
記
事
が
載
る
の
が
遅
い

で
す
ね
。
去
年
は
５
月
だ
っ
た
の
に
。

今
年
は
市
長
選
挙
が
あ
っ
た
で
し
ょ
。
予
算
に

は
市
長
の
政
策
が
反
映
さ
れ
る
か
ら
、
選
挙
後

の
６
月
補
正
予
算
で
政
策
的
な
経
費
を
計
上
す
る
の
よ
。

も
ち
ろ
ん
、
年
間
を
通
し
て
必
要
な
光
熱
水
費
な
ど
の

経
費
は
当
初
予
算
に
計
上
す
る
け
れ
ど
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
で
も
予
算
っ
て
、
専
門
用

語
が
多
く
て
難
し
い
で
す
よ
ね
。

予
算
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
に
、

ど
ん
な
収
入
が
あ
っ
て
ど
う
支
出
す
る
か
と
い

う
お
金
の
使
い
道
を
決
め
た
も
の
よ
。

収
入
、
支
出
な
ら
分
か
り
や
す
い
で
す
。
収
入

は
み
ん
な
が
払
う
税
金
、
支
出
は
各
事
業
で
支

払
う
お
金
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
ま
ず
は
収
入
の
話
を

す
る
わ
ね
。
２
ペ
ー
ジ
の
歳
入
の
グ
ラ
フ
を
見

て
。
歳
入
は
、
市
独
自
で
調
達
す
る
自
主
財
源
と
、
他

か
ら
も
ら
う
依
存
財
源
が
あ
る
の
。
自
主
財
源
の
最
大

の
収
入
源
は
市
税
で
、
全
体
の
27
・
７
％
。
依
存
財
源

は
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
で
、
地
方
交
付

税
の
23
・
３
％
が
最
も
大
き
い
わ
ね
。
市
税
と
交
付
税

で
、
歳
入
の
半
分
を
担
っ
て
い
る
の
よ
。

福
津
市
は
人
口
が
増
え
て
た
く
さ
ん
家
が
建
っ
て

い
ま
す
よ
ね
。
歳
入
に
は
影
響
す
る
ん
で
す
か
。

市
税
に
影
響
す
る
わ
。
人
口
や
家
屋
の
増
加
で
、

個
人
市
民
税
は
３
・
６
％
増
え
て
、
固
定
資
産

税
も
２
・
２
％
増
え
て
い
る
の
。

市税
59億9,062万円（27.7％）

各 会 計 予 算 規 模一 般 会 計 歳 入一 般 会 計 歳 出

※

▲市内の交通現状と課題、社会
環境の変化に対するため、引き
続きふくつミニバスを運行します

コミュニティバス運行委託事業

▲利用者のニーズに応える
ため、定期的に図書資料や
AV資料を購入します

図書館資料整備事業
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▲松林の環境保全のために
薬剤散布や立ち枯れした松
の伐倒処理を行います

松くい虫防除事業

次
に
支
出
の
話
を
す
る
わ
ね
。
３
ペ
ー
ジ
の
歳

出
の
グ
ラ
フ
を
見
て
。
目
的
別
の
円
グ
ラ
フ
は
、

総
務
費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
な
ど
、
使
う
目

的
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
よ
。
も
う
ひ
と
つ
の
性
質
別

の
円
グ
ラ
フ
は
、
人
件
費
や
補
助
費
な
ど
、
性
質
で
分

け
た
も
の
よ
。
見
て
の
と
お
り
、
生
活
保
護
費
や
児
童

手
当
な
ど
の
扶
助
費
に
一
番
お
金
が
か
か
っ
て
い
る
の
よ
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
お
金
が
必
要
な
ん
で
す
ね
。

今
年
度
は
、
具
体
的
に
ど
ん
な
事
業
を
実
施
す

る
予
定
な
ん
で
す
か
。

じ
ゃ
あ
、
次
に
下
の
表
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

予
算
の
中
に
は
、
毎
年
必
要
な
経
費
が
あ
る
わ

よ
ね
。
例
え
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
維
持
す
る

こ
と
や
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
道
路
や
橋
を
維

持
す
る
こ
と
な
ど
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
健
康
診
断
や
道
路
の
改
善
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
今
年
度
か

ら
新
し
く
始
ま
る
事
業
も
あ
る
ん
で
す
か
。

あ
る
わ
よ
。
い
く
つ
か
紹
介
す
る
わ
ね
。
ま
ず
、

学
童
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
津
屋

崎
小
学
校
の
敷
地
内
に
、
新
し
い
学
童
保
育
所
を
整
備

す
る
わ
。
そ
う
そ
う
、
福
間
南
小
学
校
も
児
童
数
が
急

増
し
て
い
る
か
ら
、
仮
設
校
舎
を
増
築
す
る
わ
ね
。
他

に
も
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
が
あ
る
わ

ね
。
去
年
、
市
役
所
庁
舎
が
統
合
さ
れ
て
、
津
屋
崎
庁

舎
を
再
整
備
し
て
い
た
で
し
ょ
。
今
年
、
図
書
・
歴
史

資
料
館
に
改
修
さ
れ
て
、
複
合
文
化
セ
ン
タ
ー
カ
メ
リ

ア
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
よ
図
書
と
歴

史
と
文
化
の
複
合
施
設
と
し
て
、
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
の
。

た
く
さ
ん
の
事
業
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
税
金
や

交
付
税
な
ど
の
歳
入
、
事
業
に
か
か
る
費
用
な

ど
の
歳
出…

い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
い
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
難
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
勉
強
し
て
い
か

な
く
ち
ゃ
。

そ
う
よ
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
用
語
が
出
て
き
て
難

し
く
感
じ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
福
津
市
が

こ
れ
か
ら
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
ど
れ
も
大
切
な
こ
と

な
の
よ
。
ど
の
事
業
も
、
そ
の
重
要
度
、
緊
急
度
、
有

効
度
を
考
慮
し
て
予
算
化
し
て
い
る
か
ら
、
力
を
合
わ

せ
て
進
め
て
い
か
な
く
ち
ゃ
ね
。

は
い
。
僕
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
早
く
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

主な事業と予算額（目的別）家計に例えると… 市の予算を、年収３００万円の一般家庭に置き換えると、下の表のようになります。
単位：円

▲事前に点検を実施した道
路施設について、修繕、更
新を行います

道路ストック修繕更新事業

▲老朽化している福間小学
校校舎の建て替え工事を実
施します

小学校施設大規模改造事業

(○が新規事業　単位：万円 )

●議会費
議会事務費 1 億 4,421 万円
●総務費
津屋崎庁舎再生整備事業 1,182 万円
コミュニティバス運行委託事業 3,953 万円
郷づくり交付金事業 1 億 3,821 万円
郷づくり活動拠点整備事業 5,992 万円
●民生費
私立保育所・管外保育所保育委託事業
 12 億 883万円
認可保育所定数確保事業 2 億 8,976 万円
学童保育所整備事業 9,793 万円
児童手当支給事業 10 億 9,940 万円
乳幼児・子ども医療費支給事業 3 億 853万円
障害者自立支援給付事業 9 億 3,940 万円
重度障害者医療費支給事業 1 億 3,091 万円
生活保護事務扶助費 11 億 8,608 万円

●衛生費
玄界環境組合負担金 7 億 7,682 万円
じん芥収集事業 3 億 2,058 万円
個別予防接種事業 2 億 245万円
妊産婦健診事業 6,189 万円
乳幼児健診事業 1,499 万円
●農林水産費
農業多面的機能支払交付金事業 1,796 万円
県営ため池整備負担事業 2,594 万円
水産振興補助事業 567 万円
松くい虫防除事業 1,558 万円
●商工費
商工会補助事業 1,643 万円
中小企業融資制度事業 3,500 万円
観光産業活性化推進事業 1,625 万円
観光協会補助事業 1,125 万円
●土木費

道路ストック修繕更新事業 2,027 万円
橋梁長寿命化修繕事業 1 億 6,200 万円
市道維持事業 1 億 7,117 万円
ＪＲ東福間駅自由通路改修事業 6,500 万円
福間駅松原線整備事業（県営事業）  9,924 万円
●消防費
宗像地区事務組合消防費負担金 5 億 7,306 万円
防災事業 1,183 万円
消防団活動支援事業 5,693 万円
福岡県防災・行政情報ネットワーク更新事業 375 万円
●教育費
小学校施設大規模改造事業 5 億 1,728 万円
中学校施設大規模改造事業 3,465 万円
図書館資料整備事業 2,032 万円
複合文化センター管理運営事業 1 億 1,360 万円
古墳公園史跡等購入事業 3 億 2,961 万円
世界遺産登録活動事業 3,196 万円

　

収　入
項目（  ）内は市の歳入予算科目
給与収入（市税）
家賃収入(使用料・手数料、分担金・負担金）
銀行などからの借入金（市債）
預金の引き出し（繰入金）
預金の利子（利子割交付金、配当割交付金）
実家からの援助金(地方交付税などの依存財源)
土地の売却など(財産収入)
前年度の残金（繰越金）
雑収入（諸収入、寄附金）

合計

( 69,173)
(   7,583)
( 13,426)
( 17,038)
(      439)
(137,400)
(      446)
(   2,309)
(   2,186)

(250,000)

830,079
90,996
161,107
204,454
5,265

1,648,797
5,355
27,713
26,234

3,000,000

金額（  ）内は１か月あたりの額
支　出

項目（  ）内は市の歳出予算科目
食費（人件費）
医療費、教育費など（扶助費）
ローン返済(公債費）
光熱費、電話料金、物品購入など(物件費）
家の維持補修（維持補修費、災害復旧事業費）
友人への援助金など（補助費等、投資及び出資金、貸付金)
家の増改築など（普通建設事業費）
貯金（積立金）
家族への仕送り（繰出金）
雑費（予備費）

合計

383,525
828,581
297,020
422,557
21,865
422,132
300,996 
11,039
307,587
4,698

3,000,000

( 31,960)
( 69,048)
( 24,752)
( 35,213)
(  1,822)
( 35,178)
( 25,083)
(      920)
( 25,632)
(     392)

(250,000)

金額（  ）内は１か月あたりの額

自治体のやりくりを考えるとき

　自治体の財政は、よく「家計」に例えて説明され
ますが、今回は両者の違いをお話しします。家計の
やりくりでは、収入を超えた支出は金銭感覚がない
と考えられます。では、自治体の財政はどうでしょ
う。家計と同じように、収入（歳入）の範囲内で支
出（歳出）することになるでしょうか。
　地方財政には「量出制入（出るを量りて入るを制
す）」つまり、必要な支出をまず決めて、それを賄
う収入を確定させるという考えがあります。もし、
市民にとって絶対に必要なサービスがあるならば、
サービスを受ける人が費用を負担する受益者負担の
考えについて話し合い、使用料や手数料のアップを

検討することも「制入」です。
自治体のやりくりを考え
るとき、事業を減らすと
いう方法もありますし、
このように「入」を増や
すという方法もあると
考え、行財政改革に取
り組んでいきます。
　私たちが住むこの
大きな家、福津市
の財政運営につい
て、市議会や市
民の皆さんと一
緒に考えてい
きたいと思い
ます。
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市長に
聞く


